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お問合せ
国保年金課国保係

国民健康保国民健康保険

【高額療養費とは】
　同じ人が、同じ月内に一医療機関に支払った自己負担額が下表の限度額を超えた場合、その超えた分が
　高額療養費として支給されます。限度額適用認定証（住民税非課税世帯の人は「限度額適用・標準負担
　額減額認定証」）を提示することにより、外来・入院とも個人単位で一医療機関の窓口での支払いは限度
　額までとなります。

【新たに所得区分と自己負担限度額が細分化されます】
　平成２７年１月から所得区分を５段階に細分化し、それぞれの所得に応じた負担になるよう限度額が変更
　される予定です。現行の区分と新たな区分、それに伴う自己負担限度額は下表をご覧ください。

現在の自己負担限度額（月額）の区分

７０歳未満の方の「高額療養費」
の所得区分と自己負担限度額
が変わります

～ 平成２７年１月から ～

※所得とは、国民健康保険税の算定の基礎となる「基礎控除後の総所得金額等」のことをいいます。
※所得の申告がないと上位所得者とみなされます。

１５０，０００円 ＋

＋

医療費が５００，０００円を超えた
場合は、その超えた分の１％

８０，１００円
医療費が２６７，０００円を超えた
場合は、その超えた分の１％

８３，４００円

４４，４００円

２４，６００円３５，４００円

区　分 区分の要件

上位所得者
（Ａ）

所得が６００万円を超える世帯
に属する

一般
（Ｂ）

所得が６００万円以内の世帯で
住民税課税世帯に属する

住民税
非課税世帯
（Ｃ）

同一世帯の世帯主とすべての
国保被保険者が住民税非課税
の世帯に属する

３回目まで ４回目以降

過去１２カ月以内に同一世帯で高額療養費の支給を受けた回数が

３５，４００円

５７，６００円

２５２，６００円 ＋

＋

医療費が８４２，０００円を超えた
場合は、その超えた分の１％

１６７，４００円
医療費が５５８，０００円を超えた
場合は、その超えた分の１％

＋８０，１００円
医療費が２６７，０００円を超えた
場合は、その超えた分の１％

１４０，１００円

９３，０００円

４４，４００円

４４，４００円

２４，６００円

区　分 区分の要件

（ア）

（イ）

（ウ）

（エ）

（オ）

所得が９０１万円を超える世帯
に属する

所得が６００万円を超え９０１万
円以下の世帯に属する

所得が２１０万円を超え６００万
円以下の世帯に属する

所得が２１０万円以下の世帯に
属する
※（オ）を除く。

同一世帯の世帯主とすべての
国保被保険者が住民税非課税
の世帯に属する

３回目まで ４回目以降

過去１２カ月以内に同一世帯で高額療養費の支給を受けた回数が

平成２７年１月からの自己負担限度額（月額）の区分

【限度額適用認定証の交付を受けるときの注意点】
　「限度額適用認定証」の交付を受けるには、役場国保年金課窓口にて申請いただくことが必要です。
※国民健康保険税に滞納がない方が交付の対象となります。
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□お問い合わせ先　美浦村商工会青年部☎８８５－２２５０

《１２月・１月の活動予定》

美浦村商工会青年部だより


